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平成２９年度学校経営計画

富山県立富山総合支援学校

１ 学校教育目標

豊かな心と主体的に生きる力を養い、自立し進んで社会参加できる人間を育成する。

２ 学校の特色

本校は、肢体不自由養護学校として県内で最も早く設置された学校である。現在、小学部、

中学部、高等部の肢体不自由の児童生徒と高等部の軽度知的障害のある生徒が共に学んでいる。

通学して教育を受けることが困難な児童生徒や学齢超過者のために、家庭や施設に出向いての

訪問教育を行っている。肢体不自由の障害の実態に合わせた校内環境の充実、給食の食事形態

の工夫、医療的ケア等を実施しており、通学支援としてスクールバスの運行と寄宿舎の設置を

している。

児童生徒一人一人の障害の状況や教育的ニーズに応じて「個別の教育支援計画」、「個別の指

導計画」を作成・活用し、きめ細かな指導・支援に努めるとともに、校外学習や各種行事を通

して社会経験の拡充を図っている。また、就業・生活体験を行い、関係機関と連携しながら児

童生徒一人一人の卒業後の豊かな生活を目指した職業教育や進路支援の充実に努めている。交

流及び共同学習（居住校交流、学校間交流）を行い、児童生徒の人間関係づくりと地域生活支

援を積極的に進めている。

３ 学校の現状と課題

(１)現 状

・児童生徒一人一人の実態に応じた進路支援の充実に向けて、高等部段階だけでなく、早期か

ら卒業後の将来にむけたキャリア教育を推進する必要がある。そのために各学部の教員が福

祉サービスの利用や進路に関する情報を理解・共有し、保護者のニーズに応じた情報提供が

できるようにしていくことが求められている。

・創立５０周年の記念の年に、児童生徒が主体的に様々な活動を企画・運営するとともに、全

校児童生徒が協力して活動に参加することにより、達成感と充実感を味わうことができるよ

うにしていく必要がある。

・「読み聞かせの会」や「お話宅配便」などの企画を行い本に親しむ活動を取り入れているが、

図書室の利用が少ないという現状にある。図書室をはじめとする読書環境の整備・充実を行

い、本に親しむ機会を増やす必要がある。

(２)課 題

・児童生徒の生活に密着した福祉・進路情報の共有と理解

・児童生徒会・各専門委員会活動の活性化

・読書に親しむ機会の提供と読書環境の整備・充実
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４ 学校教育計画

項 目 目標・方針及び計画

教育課程 目標 ○各教科の目標や児童生徒の実態を踏まえた指導内容を編成する。
１ 学 編成 ○合理的配慮を踏まえ、個別の指導計画を活用した指導の充実を図る。
習
活 計画 ○次期学習指導要領改訂の主旨を押さえた教育課程の編成を検討する。
動 特に、年間指導計画の再編成と学習評価の改善を図る。

○個別の指導計画の活用では、合理的配慮の視点を踏まえ、児童生徒の
実態に則した指導目標、指導の手立ての検討、適正な評価に基づく指
導の充実、授業改善を行う。

教科指導 目標 ○基本的な生活能力を高めるとともに、友達や教師との関わりを広げ、
（小学部） いきいきと活動できる児童を育てる。

計画 ○児童の障害や健康状態、教育的ニーズを的確に把握し、学習形態や指
導・支援の在り方を工夫し、学習内容の充実に努める。

○主体的に学ぶ意欲を育て、生活力を高めるために、学習に対する興味
・関心や基礎・基本的な内容を重視し、個別の指導計画を生かした授
業づくりや個に応じた自立活動の充実を図る。

○様々な体験活動の充実を図り、周囲の人やものに積極的に関わってい
く力や豊かな感情を育てる。

教科指導 目標 〇一人一人の生活能力を高めるとともに、人との関わりや生活経験の拡
（中学部） 大を図り、主体的に学習や活動に取り組む生徒を育てる。

計画 〇生徒の障害の状況や教育的ニーズを的確に把握して学習内容を精選す
るとともに、体力や健康状態に応じた学習方法や学習環境を工夫する。

〇生徒同士で話し合ったり認め合ったりする対話的な活動をとおして学
びが深まるよう、効果的な学習形態を工夫する。

〇必要な情報を学部全体で共有し、各授業において個に応じた系統的な
指導の充実に努める。

教科指導 目標 ○自立と社会参加に向けて生活能力を高めるとともに、自己の能力や適
（高等部） 性について考え、主体的に物事に取り組む態度を育てる。

計画 ○生徒の障害や特性、教育的ニーズを把握するとともに、自立活動や各
教科において、健康で充実した生活を送ることができるように、卒業
後を見据えた指導の充実を図る。

○自己理解を深め、卒業後の生活につなぐことができるように、様々な
体験活動を積極的に取り入れ、自己評価の機会を設ける。

○集団活動や人との関わりを通して自らの考えを広げたり、他者の意見
を受け入れたりしながら社会性の伸長を図り、自ら外部に働き掛けよ
うとする実践的な態度を育てる。

教科指導 目標 ○一人一人の能力や個性を大切にして、それぞれの年齢やニーズに合わ
(訪問教育) せた教育や支援を行い、健康の保持・増進に努めるとともに人との関

わりを広げ、自ら取り組もうとする意欲を育てる。

計画 ○児童生徒の所属する学部との連携を深め、生活年齢に配慮した学習内
容の精選と教材の工夫に努め、訪問教育の充実を図る。

○家族や施設職員と信頼関係を築き、訪問教育についての理解と協力が
得られるように努める。

ＩＣＴ 目標 ○児童生徒の実態や障害の特性を踏まえたＩＣＴ機器活用等を活用した
機器活用 指導を推進する。

計画 ○ＩＣＴ機器等の活用に関する情報を共有し、各教員の授業に生かせる
ようにする。

保健管理 目標 ○児童生徒が健康、安全に学校生活を送れるよう実態に応じた健康管理
２ 学 や健康教育を推進する。
校 ○医療的ケア等を安全・安心に実施する。
生
活 計画 ○毎日の健康管理や定期検診等により児童生徒の生活習慣や健康状態を

把握し、必要な情報の提供や健康指導の機会を設ける。
○医療的ケアの実施体制及び、医療機関との連携も含めた緊急体制を整
備する。教職員の周知を図る。

生徒指導 ○生徒指導上の問題に的確に対応することができる。
目標 ○災害時における組織的対応力を高める。
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計画 ○ネットトラブルやいじめの問題等の生徒指導上の諸問題の実情を知
り、全教職員で共通理解を図り対応や指導を行う。

○危機管理マニュアルなどで、教職員全体で共通理解を図り、より実践
的に避難訓練等を行う。

目標 ○個に応じた進路指導ができるように、必要な情報を収集・共有し、計
３ 進路支援 画的に支援する。

重点１ 計画 ○全教職員で進路指導を進めるため、児童生徒に必要な福祉・進路情報
情報を共有するとともに、理解を深める。

○児童生徒や保護者の進路意識を高め、個に応じた進路選択ができるよ
うに、情報を提供する。必要に応じて職場開拓を行う。

○保護者や関係機関と連携し、卒業後の社会生活を見据え、ネットワー
ク作りに努める。

特別活動 目標 ○児童生徒会活動の活性化を図る。
４ 特
別 重点２ 計画 ○学校行事や児童生徒会執行部が企画する行事、各専門委員会の活動
活 を通じて、全校児童生徒が協力して活動できるようにする。
動
学校図書室 目標 ○読書環境を整備する。

○図書に親しむ機会を増やし、読書活動を推進する。
重点３

計画 ○各学部の児童生徒が利用しやすいように図書室の環境を整備したり、
ロビーやホールに別置図書を配置したりして、いつでも読書ができる
環境を整備する。

○読み聞かせや読書タイムの設定を提唱し、図書に親しむ機会を設ける。

寄宿舎部 目標 ○自立と社会参加に向けて、個のニーズに合われた生活支援を行うとと
５ そ もに、人との関わりを拡げ、生活力の向上を図る。
の
他 計画 ○ 一人一人の実態に応じた生活支援方法について、学部や家庭と共通

理解を図り、きめ細かな支援を行う。
○集団活動の中で、主体的、対話的な活動を取り入れ、生活体験の拡大
を図るとともに、仲間意識を育てる。

研 修 目標 ○児童生徒の自立と社会参加を目指し、生きる力を育むための授業づく
りを行い、主体的・対話的で深い学びの視点からの指導・支援の見直
し、改善を図る。

○児童生徒の実態に応じたＩＣＴ機器やデジタル教材、スイッチ教材を
活用した学習の充実を図る。

計画 ○主体的・対話的で深い学びの視点等について研修する。
○主体的・対話的で深い学びの視点から授業実践、授業改善を行う。
○児童生徒の障害特性やニーズに応じたＩＣＴ機器やデジタル教材、ス
イッチ教材等の学習場面における使用について研修し、学習活動への
活用を図る。

教育支援 目標 ○障害のある幼児児童生徒やその保護者及び関係者への教育相談・教育
支援を推進する。

〇地域の学校や関係機関と連携し、ネットワークづくりを進める。

計画 〇就学相談や教育支援の充実を図るため、就学・進学の仕組みについて
の理解促進と各関係機関等からの情報収集に努める。

〇障害に関する様々な相談に対応できるよう、研修や事例検討等を通し
て専門性の向上に努める。

〇地域の特別な支援を要する子どもに関するニーズを把握し、関係機関
と連携し、適切な指導支援や体制づくり等、特別支援教育に関する助
言や情報提供を行う。

情報管理 目標 ○情報セキュリティや情報モラルに関する意識を高め、ＩＣＴ機器を安
全に活用できるようにする。

計画 ○情報セキュリティや情報モラルに関する研修会を実施したり、安全に
使用するための情報を提供したりする。

ＰＴＡ 目標 ○ＰＴＡ行事の精選と内容の充実を図る。
活動

計画 ○ＰＴＡ各委員会の担当教員と保護者との連絡・調整を密にし、活動内
容の見直しを行う。

○児童生徒の教育環境が整うよう、保護者と連携して情報収集や研修会
の実施に取り組む。
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５ 今年度の重点課題（学校アクションプラン）

平成２９年度 富山総合支援学校アクションプラン －１－

重点項目 進路支援

重点課題 児童生徒の生活に密着した福祉・進路情報の共有と理解

・進路指導の推進について、高等部段階での指導が中心に行われており、早期から将

現 状 来を見据えたキャリア教育を推進していく必要がある。

・児童生徒がより豊かな生活を送るために、在学中からの福祉サービスの利用も踏ま

えて支援していくことが求められるが、教員自身、福祉サービスや進路に関する知

識が不足している。

達成目標 福祉・進路に関する研修会 全教職員の研修会への１回以上の参加

５回以上（全職員対象２回） ８０％以上

・児童生徒を取り巻く福祉の現状を知るための研修会を開催し、全学部の教員の参加

方 策 を呼び掛ける。また、情報を共有・理解するための機会を学部で設定する。

・自分が担当する児童生徒の福祉サービスの現状や様子を知るとともに、教員自らが

そこでボランティア体験などを経験することで、学校では知ることのできない児童

生徒の生活の様子を知る。

・学校卒業後の移行に向けて、小・中学部の段階から目標をもって取り組むために、

卒業生が利用している施設や事業所を見学・体験したり、アフターケアに同行した

りして、その実態や様子を知り、見識を深める。

（ 評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった ）

平成２９年度 富山総合支援学校アクションプラン －２－

重点項目 特別活動、生徒会活動

重点課題 児童生徒会・各専門委員会活動の活性化

・児童生徒会執行部に中学部生徒が加わり、高等部生徒と一緒に企画・運営するよう

現 状 になって２年目となり、徐々にではあるが中学部高等部が協力して、児童生徒会活

動を行えるようになってきた。しかし、全校児童生徒が主体的に取り組む活動にま

で発展していない。

・委員会活動は、中学部高等部生徒が、保健給食委員会、図書委員会、ボランティア

委員会に分かれて、年９回活動している。各委員会で、全校児童生徒を対象とした

活動も行っているが、ねらいや活動内容をしっかりと認識して活動している児童生

徒が少ない。

達成目標 児童生徒会執行部が中心となって企画 児童生徒会執行部や各専門委員会が行う

する行事や集会 ５回以上 チャレンジ週間への参加

８０％以上

・児童生徒会執行部が、毎年行っている企画行事のほかに、創立５０周年記念を盛り

方 策 上げるための集会などを企画する。

・児童生徒会執行部や専門委員会で２か月目標を設定する。その期間に、チャレンジ

週間を設け、チャレンジ表を用いて、児童生徒全員が取り組めるようにする。

・全校児童生徒が目的的に活動できるように、放送で呼び掛けたり、掲示物を作成し

たりするなどの啓発活動を行う。

（ 評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった ）
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平成２９年度 富山総合支援学校アクションプラン －３－

重点項目 特別活動、学校図書室

重点課題 図書室の利用促進と読書に親しむ機会の提供

・図書室を利用する児童生徒が限られており、図書室の環境を整えるとともに図書室

現 状 の利用を喚起する必要がある。

・児童生徒の障害が重度・重複化、多様化し、読書の習慣が身に付きにくい。個々の

児童生徒の障害の状況や実態に応じて、本に親しむ機会を設ける必要がある。

達成目標 図書室の一人あたりの年間利用回数 読み聞かせの会の実施

５回以上 ６回以上

・図書室に図書室利用カードを置き、年間の利用状況を把握する。

方 策 ・図書室を各学部の児童生徒が利用しやすいように配架を工夫するとともにＩＣＴ環

境を整える。

・各クラスで読書タイムを設定し、図書室の利用促進を図るとともに本に親しむ機会

を設ける。

・外部講師を招き、読み聞かせの会を行う。

・本に親しむ機会を増やすために、４棟ロビーや１･２階のセンターホールに別置図書

を学部文庫として配置する。

（ 評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった ）


